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第 12 回 藤田弘基写真コンテスト 
  

◇主 催 ： 藤田弘基写真コンテスト実行委員会 

 ◇共 催 ： 宮古市 

◇後 援 ： 宮古市教育委員会・ＮＨＫ盛岡放送局・ＩＢＣ岩手放送・ 

テレビ岩手・岩手めんこいテレビ・ＩＡＴ岩手朝日テレビ・ 

岩手日報社・宮古民友社・月刊みやこわが町・みやこハーバーラジオ 

◇募集期間 ： 令和７年５月１日 ～ 10 月 31 日 

◇応募総数 ： 189 点  

◇入 賞 数 ： 24 点 



入 賞 者 ・ 作 品 一 覧 

 

 氏  名 住 所 作 品 名 

藤田弘基賞 茂 市 佐枝子 宮古市 窓の向こうは「つるばら村」 

優秀賞 

（３点） 

斎 藤 浩 三 青森県野辺地町 
あばれ太鼓 

①「いざ！」②「乱れ打ちの華」③花火と共演 

武 藤   章 宮古市 朝もやの中を 

鈴 木 耕 介 盛岡市 燦爛 

奨励賞 

（７点） 

古 館 雄 斗 宮古市 春風と共に、桜と鯉のぼりの道 

阿 部 洋 一 宮古市 厳冬三王岩 

髙 橋   弘 花巻市 火消しの年始 

菊 池   靖 宮古市 ティラノ、給水中 

岩 谷   眞 宮古市 まほろばの夜明け 

福 士 麻奈美 山田町 青野滝漁港でリフレッシュ 

鈴 木 耕 介 盛岡市 秋満開 

佳 作 

（12 点） 

髙 橋   弘 花巻市 船渡御の日 

北 村 真 一 宮古市 神楽と祭り娘 

山 内   浩 宮古市 紅葉に染まる神社 

佐々木 正 行 宮古市 撮れた？ 

小和田 恭 子 宮古市 颯爽 

増 井 恒 彦 宮古市 鮎掛けの頃 

澤 口 健 治 宮古市 紅に染まる日出 

菊 地 繭 子 宮古市 はじめての「お花見、雪遊び、お月見」 

菊 池   靖 宮古市 光を放つ、ひとりの銀河 

白 間 正 人 宮古市 標高 455m からの目線 

岩 谷   眞 宮古市 冬晴れの薬師渓流 

福 士 麻奈美 山田町 まつり娘は高校でも大活躍 

 

U-18 特別賞 竹 山 椿 姫 宮古市 月夜に溶けて 

 
 

※敬称略、賞ごとの並びは受付順 

 

このコンテストは、写真家藤田弘基氏の功績を顕彰するとともに、 

宮古市の自然の素晴らしさをアピールすることを目的としています。 



 

写真家 藤田
ふ じ た

弘基
ひ ろ き

 氏 

 

1939 年、東京都新宿生まれ。1966 年、高校時代から憧れ続け 

たヒマラヤに初めて遠征する。 

1970 年から 75 年までに全国を行脚し蒸気機関車の取材を行う。 

その後すぐ、ネパールヒマラヤに旅立ち、35 年に渡り、ユー

ラシア大陸の山岳地帯で繰り広げられる数々のドラマを大型カメラで取材する。多くの写

真集を出版すると同時に、写真展を開催。2001 年、NHK スペシャル「星明かりの秘境カラ

コルム－山岳写真家藤田弘基の世界－」が放映され話題となる。 

取材の合間をぬい、妻の童話作家・茂市久美子氏の生まれ故郷（旧新里村茂市）をたびた 

び訪れ、茂市を第二の故郷とし、宮古市の豊かな自然を撮影した。 

2012 年 9 月没。 

 
 
 
 

【審査員総評】 
 

改めて講評を書くために入賞された作品たちと向き合いましたが、なかなかバラエテ

ィに富んだレベルの高い作品が並んだと思っています。フォトコンテストでの作品の良

し悪しは単に技術面だけでなく、何か選者のハートをつかむポイントが必要だと思って

います。今回の藤田弘基賞に選出した茂市佐枝子さんの「窓の向こうは「つるばら村」」

はスマホによる撮影ですが、帰省した妹を想い、故郷を想う妹の思いを代弁していて優

れた組写真だと思いました。また U-18 特別賞の竹山椿姫さんは 2 年連続の受賞ですが、

今回の作品の世界観はレベルも高く、U-18 の枠を超えても上位に位置付けられる作品

で、今後が楽しみです。 
                      

     

審査員 写真家 菊池

きくち

哲男

てつお

 氏  

 

1961 年東京生まれ。立教大学理学部物理学科卒。 

山岳写真家として様々な山岳・カメラ雑誌やカレンダー、 

ポスターなどに作品を発表。 

主な写真集に『白馬 SHIROUMA』、『白馬岳 自然の息吹き』、

『アルプス星夜』、『鹿島槍・五竜岳 －天と地の間に－』（共に山と溪谷社）、『山の星

月夜－眠らない日本アルプス－』（2008 年）（小学館）など。 

東京都写真美術館をはじめ、各地で大規模な写真展を開催。東京都写真美術館収蔵作家。

2007 年、長野県白馬村和田野の森に菊池哲男山岳フォトアートギャラリーがオープン。 

フランスのアウトドアブランド「ミレー」のテクニカルアドバイザー。 

公益社団法人日本写真家協会（JPS）会員、日本写真協会（PSJ）会員。 

https://www.t-kikuchi.com/              

https://www.t-kikuchi.com/


藤田弘基賞 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「窓
まど

の向
む

こうは「つるばら村
むら

」」 茂市 佐枝子（宮古市） 



【審査員選評】 

こ の組写真を 見たと き 、 と ても 自然体でよ く 構成さ れていたので茂市久美子さ んに相

当近い存在の方が撮ら れたのだなと 思いまし たが、 まさ かお姉さ んと は思いませんでし

た。 なぜなら こ のコ ンテスト を 担当し て 7 年になり ますが、 過去 1 度も 応募さ れたこ と

が無かっ たから です。 こ う いう 自然環境の中で育っ てき たから こ そ、 こ の「 つるばら 村」

シリ ーズは生まれてき たのでし ょ う ね。 家族だから こ そ撮れる 優れた作品だと 思いまし

た。  

【撮影者コメント】 

  ばら の季節に帰省し た妹をスマホでと り まし た。 彼女の書く 童話はいつも 故郷の茂市

と その周辺が舞台になっ ています。  

【撮影場所】 

  茂市 

 



優 秀 賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

「あばれ太鼓
だ い こ

 ①「いざ！」②「乱
みだ

れ打
う

ちの華
はな

」③花火
は な び

と共演
きょうえん

 

斎藤 浩三（青森県野辺地町） 



 

【審査員選評】 

「あばれ太鼓」とくれば坂本冬美さんの歌。あれは男性が主人公でしたが、こちらは女性が写って

いる作品が 2 枚あり、女性上位かも。ちょっと調べてみたら、宮古あばれ太鼓として岩手県内の地

域イベントや観光イベント、結婚式にも演奏されているようです。組作品は 3 枚ともカッコ良い作品

が並びますが、2 枚目のこちらを向く女性と背中を見せる後ろ姿の作品がとても力強く、緊張感も

伝わって印象に残りました。 

【撮影者コメント】 

① 初めて観まし た。 迫力に圧倒さ れ、 夢中でシャ ッ タ ーを 切り まし た。  

② 女性の太鼓奏者の穏やかで力強い演舞が撮影でき たと 思います。  

③ タ イ ミ ング良く 撮影でき まし た。  

 

【撮影場所】 

出崎埠頭沖 海上花火大会 

 



優 秀 賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「朝
あさ

もやの中
なか

を」 武藤 章（宮古市） 

 

【審査員選評】 

朝も やの中を 登校する 生徒たち だそう ですが、 セピア調仕上げた作品はと ても 雰囲気が

っ て、 まるでパリ の郊外を思わせるよう です。 特に右側に入れた木の存在感が抜群で、 太い

幹と 大き く 左に伸びた枝と で額縁構図と なっ て、まさ に舞台と なる空間を作り 、ちょ う どそ

こ に学生たちが入り 込むと いう 構成が見事です。狙っ ていたのか、視界がはっ き り し ないこ

う いう 条件の日によく ミ ラ ーレ スカ メ ラ を 持ち歩いていたなあと 感心し まし た。  

【撮影者コメント】 

 朝も やの中を登校する生徒たち。  

【撮影場所】 

  西ヶ 丘 

 



優 秀 賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「燦爛
さんらん

」 鈴木 耕介（盛岡市） 

 

【審査員選評】 

  燦爛（ さ んら ん） と はき ら びやかに美し く 輝く 様子を 意味し 、 まさ にこ の情景にピ ッ タ

リ な題名です。 枝に霧氷が付いて見る から にキンキン に冷え込んだ朝、 太陽から 差し 込む

優し い光が川面を照ら し 、 新たな希望を感じ さ せます。 画面構成も 抜群で、 縦構図と し た

こ と で上下方向にし っ かり スペースが確保でき 、 左上に置いた太陽から の光線や木の映り

込みも 入り 、 良く 表現でき ています。 心が満たさ れそう な作品です。  

【撮影者コメント】 

 ダイ ヤモンド ダスト が出るほど寒い朝、 寒さ を忘れるほど美し い光を見た。  

【撮影場所】 

  区界第２ 地割 

 



奨 励 賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

「春風
はるかぜ

と共
とも

に、 桜
さくら

と鯉
こい

のぼりの道
みち

」 

古館 雄斗 (宮古市) 
 

【審査員選評】 
奇麗な満開の桜の下、 バイ ク の横でスタ ジャ

ン の背中を 見せる 男性が写っ ています。 こ の作
品は自撮り と のこ と で、 写っ ている のが古舘さ
んご本人と いう こ と ですね。鯉のぼり も 舞い、見
るから に気持ちよさ そう です。  
 

【撮影者コメント】 
  たまには自分を撮っ てみまし た。  
               
【撮影場所】 
  長沢川 桜づつみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「厳冬
げんとう

三
さん

王岩
のういわ

」 阿部 洋一 （宮古市） 

【審査員選評】 
海が荒れ、毛嵐が立つ中で迎えるご来光。とても完成度が高く、もっと上位に入れても良いと思

った作品です。できれば左下の朝焼けの岩を残し、左上隅の岩をカットするとさらに迫力が増した
と思います。 

 
【撮影者コメント】 

気嵐が出るのを期待して撮影。 
 

【撮影場所】 
三王岩 

 



奨 励 賞 
 

 

 

 

 

 

 

            

            
【審査員選評】 

裸祭を 撮影し た組写真です。 2 枚目の作品が
目線も あり 、動き も あっ て迫力があり ます。1 枚
目の作品も 階段上り でそれなり に厳し い情景
が伝わり ますが、 3 枚目の作品が記念写真を 横
から 撮影し ただけなので残念でし た。  
 

【撮影者コメント】 
  裸参り は初めての見物。市中行列から 境内へ

と 一緒に移動し ながら の撮影。神社の風格を見
て、 宮古地区一等の雰囲気を 持つと 知る。  

               
【撮影場所】 
  八幡神社 

 

  

 

「ティラノ、 給
きゅう

水中
すいちゅう

」 

菊池 靖（宮古市） 

 
【審査員選評】 

と ても ユニーク で思わず笑っ てし まいます
ね。 さ ら に上位が狙えた完成度で、 何より 構
成が見事で大漁旗で港町を イ メ ージさ せ、 給
水と 書かれた場所で口を 大き く 開ける恐竜の
滑稽さ が相まっ て優れたスナッ プ写真になっ
ています。  

 
【撮影者コメント】 

 大漁旗がはためく 港町を 駆け抜ける恐竜の
ラ ンナー。給水所で一杯の水を受け取る姿に、
時空を 超えた滑稽さ と 優し さ と 笑いの中に、
どこ か温かな人の営みを 感じ る一瞬でし た。  
 

【撮影場所】 
 末広町 

 

「火消し
ひ け し

の年始
としはじめ

」 

髙橋 弘(花巻市) 



奨 励 賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
             

「まほろばの夜明
よ あ

け」 岩谷 眞 (宮古市) 

【審査員選評】 
宮古にこんな魅力的な場所があったんですね。初めて見ました。このハマエンドウの花は津波で

一度消滅したそうですが、見事に復活したそうです。オレンジに染まる夕陽を背景に構図・構成と
も完成度の高い作品です。 

 
【撮影者コメント】 

津波に流されて消滅したと思っていたハマエンドウの花が咲くようになりました。  
                

【撮影場所】 
  真崎海岸 
 

  

 

「青野
あ お の

滝
たき

漁港
ぎょこう

でリフレッシュ」 

福士 麻奈美 （山田町） 

 
【審査員選評】 

後ろ姿の人物をまん中に置く 日の丸構図で、
目線が人物に集中しています。海にせり出した
コンクリートや 2 艘の船など左右のシンメトリー
を意識させますね。さすがにセルフタイマーの自
撮りだとは気づきませんでした。 

 
【撮影者コメント】 
 10 秒セルフタイマー撮影で左右からの船と合
わせてみました。 
 
【撮影場所】 
 田老 青野滝漁港 

 



奨 励 賞 

 

 

 

 

「秋
あき

満開
まんかい

」 

鈴木 耕介（盛岡市） 

 
【審査員選評】 

紅葉した木々の葉と落ち葉に囲まれて楽しそ

うな母子写真です。でも二人を画面の下に配置

し、背景のぼかし方やボケていてもわかる赤い

鳥居をほぼセンターに置く 見せ方など撮影テク

ニックもなかなかのものです。 
 
【撮影者コメント】 

この場所の美しい風景に魅了され、毎年この

時期に家族の写真を撮っています。 
 
【撮影場所】 
 区界兜神社 

 

 

 

 

 



佳 作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【審査員選評】 

2 枚目の作品が迫力もあって良いですね。まるで神輿

と担ぎ手がこちらへ迫ってくるようです。ただ 1 枚目は単

なる記念写真のようで、構図的にも空部分に余裕がある

のに対し、足の切り方にも少し問題があります。 

 
【撮影者コメント】 

 好天に恵まれての行事に、主役級の方々に協力を得

て、モノクロ表現で躍動感を強調してみた。 

  
【撮影場所】 

宮古漁港 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

「神楽
か ぐ ら

と祭り
ま つ り

娘
むすめ

」 北村 真一（宮古市） 

【審査員選評】 
御祭りの神楽の 1 シーンとのことですが、何となくほのぼのとした良い瞬間です。釣られたのは

友人の娘さんとのことですが、お面をかぶる釣り主が知り合いなのか、いぶかしそうに見つめる少
女の視線が面白いと感じました。 

 
【撮影者コメント】 

  お祭りの神楽にて、友人の娘さんと突然の共演。ほのぼのした場面を切り取ることができました。 
 

【撮影場所】 
  磯鶏公民館 

 

「船
ふな

渡御
と ぎ ょ

の日
ひ

」 

髙橋 弘(花巻市) 



佳 作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

「紅葉
こうよう

に染
そ

まる神社
じんじゃ

」 

 山内 浩（宮古市） 

 
【審査員選評】 

  兜神社は紅葉の名所のよう ですね。 真ん中
の赤い鳥居に社殿の屋根も 赤く 、 木々に紅葉
する 葉と 敷き 占めたよ う に落葉し た葉と で
全体が共演し ているよう です。F5. 6 で撮影し
ていますが、 シャ ッ タ ースピード に余裕があ
るので F8 以上は絞り たいと こ ろ です。  
 
【撮影者コメント】 

   紅葉に染ま る 神社の神秘的な光景を 捉え
まし た。  

 
【撮影場所】 

   区界 兜神社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「撮
と

れた？」 佐々木 正行（宮古市） 

【審査員選評】 
飛んでるカモメに手渡しで餌やりをしている息子？を母親がスマホで写しているところをタイミ

ングよくパチリしましたね。背景に浅瀬の海につかるたくさんの観光客が写ったのも賑わいが表現
できて良かったです。 

 
【撮影者コメント】 

奥浄土ヶ浜でカモメ達におやつをあげる様子をスマホで撮影しているお嬢さん。うまく撮れたか
な？ 

 
【撮影場所】 

奥浄土ヶ浜 



佳 作 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

「颯爽
さっそう

」 小和田 恭子（宮古市） 

【審査員選評】 
ツツジ越し に浄土ヶ 浜を見下ろ し 、 ちょ う ど一艘のボート が出ていく と こ ろ を タ イ ミ ングよ

く 撮影し ています。 ご高齢ながら 、 デジタ ルカ メ ラ を 使いこ なし 、 こ の作品を撮ら れたこ と に
驚き と 敬意を表し ます。  

 
【撮影者コメント】 

つつじ 満開時に初めて会いと ても う れし かっ た 
 

【撮影場所】 
 浄土ヶ浜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「鮎掛けの頃」 増井 恒彦（宮古市） 

【審査員選評】 
こ れは狙っ ていたのでし ょ う か？ちょ う ど観光列車のひなび（ 陽旅） が鉄橋を 渡ると き 、 鮎

釣り を する 2 人の釣り 人が川の中を 歩いています。 人物が入るこ と で、 大き さ の対比によっ て
一層のスケール感が表現さ れています。  

 
【撮影者コメント】 

夏の午後、 鮎を釣る人の上を「 ひなび」 が通過し まし た。 閉伊川の風物詩と し て長く 続いて
ほし いも のです。  

 
【撮影場所】 

宮古市腹帯 



佳 作 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

「 紅
くれない

に染
そ

まる日出
ひ で

」 澤口 健治（宮古市） 

【審査員選評】 
だるま太陽ならぬキノコのような形の太陽を背にウニ漁の漁場へと向かう小舟としっかり前を向

く シルエットの漁師が印象的な作品です。進行方向を大きく 空けることで、安定した構図になって 
います。 
 

【撮影者コメント】 
ウニ漁の早朝、紅に染まる中漁場へ向かう小舟の姿です。 
 

【撮影場所】 
真崎海岸 
 

                      

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
  
 

 

「はじめての「お花見
は な み

、雪遊
ゆきあそ

び、お月見
つ き み

」」 菊地 繭子（宮古市） 

【審査員選評】 
3 枚ともスマホでの撮影とのこと、最新のスマホは優秀ですよね。健やかに育ってほしいという

親の願いが伝わります。記念写真だから顔を写すのは当然かもしれませんが、組写真としては月
を愛でる後ろ姿の方が良かったですね。 

 
【撮影者コメント】 

失礼かと思いますが、スマホで撮影したものです。宮古市の豊かな自然に育まれ、健やかに成長
してくれることを願い撮りました。 

 
【撮影場所】 

① 玄翁館 ② 区界 ③ 自宅 



佳 作 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

「光
ひかり

を放
はな

つ、ひとりの銀河
ぎ ん が

」 菊池 靖（宮古市） 

【審査員選評】 
とてもボリューム感のある夏の銀河で、撮影場所の空の暗さを暗示しています。放射状に延びる

ヘッドライトの光が印象的ですが、車のライトが点灯していたためか、ガードレールの白が目立って
しまったのが残念です。 
 
 

【撮影者コメント】 
静寂の海辺に立ち、天の川を見上げるひとりの夜。懐中電灯の光は、まるで無数の星々と語り合

うかのように空へ伸びていく。小さな光が、宇宙の大きな静けさに溶け込む瞬間を切り取りました。 
 

【撮影場所】 
田老 沢尻海岸 
 

                      

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「標高 455m からの目線」 白間 正人（宮古市） 

 
【審査員選評】 

1 枚目のきれいな夕焼けに続いて 2 枚目の花火作
品がハイライトですね。花火を見るのに標高が高すぎ
るかなと思いましたが、大きな花火にはなかなか良い
スポットのようで、作品を拝見して月山展望台へ行っ
てみたくなりました。 
 

【撮影者コメント】 
失標高 4 5 5 m の月山見晴台から見た夕日と花火と

天の川を入れて街の夜景撮影をしました。天の川から
見下ろす花火は綺麗に見えるのかな？ 
 

【撮影場所】 

  月山見晴台 



佳 作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
             

「冬
ふゆ

晴
ば

れの薬師
や く し

渓流
けいりゅう

」 岩谷 眞 (宮古市) 

【審査員選評】 
気持ちが良い青空の下で雪をかぶった渓流と遠くに白い早池峰山が見えています。願わくばも

う少し木に雪が残っていれば良かったですね。手前の水流部分をきれいに見せるためにできれば
もう少しスローシャッターを切りたいところです。 

 
【撮影者コメント】 

冬晴れの早池峰山と薬師川渓流をパチリ。  
                

【撮影場所】 
  川井 タイマグラキャンプ場 
 

  

 

 「まつり 娘
むすめ

は高校
こうこう

でも大活躍
だいかつやく

」  

福士 麻奈美 （山田町） 

 
【審査員選評】 

アイド ルのよう なとても チャーミ ングな女性
で、撮影場所から推測すると女子高生ですね。
ただこれが何かのイベントなのか、まつり娘とは
何を意味するのかなど疑問符が付きますが、被
写体の力は際立っていました。 

 
【撮影者コメント】 
 宮古市が大好きでイベントやお祭りに参加し
ている息子の同級生。文化祭でも活躍している
姿が愛らしい娘でした。 
 
【撮影場所】 
 宮古北高等学校 

 



U-18 特別賞 

 「月夜
つ き よ

に溶
と

けて」 

竹山 椿姫（宮古市） 

【審査員選評】 

月明り を 受ける波際に一人の少女が立ち、 水

に浸かり ながら 祈る よ う な ポーズを 取っ てい

ま す。 写っ ている 女子学生は同級生で し ょ う

か？手元には何か光るも のがあり ますが、 仕草

なども 作者が演出し たのかな？海、 祈り と く れ

ば震災への鎮魂と 連想さ せますね。 震災と いう

自然の猛威と 対比する 穏やかで静かな 海を 逆

光の月明かり で見事に演出し ています。U-18 に

限ら ず、 全体の部でも かなり 上位にラ ンク イ ン

する作品です。  
 

【撮影者コメント】 

静かな月夜の下、 海の波も 風も 穏やかに寄り

そっ ているよう に見え、 自然の厳し さ の中にも

優し さ があると 思っ た。  
 

【撮影場所】 

 藤の川 

 



■主　 催　 藤田弘基写真コ ン テスト 実行委員会

■共　 催　 宮古市　

■後　 援　 宮古市教育委員会・ N H K 盛岡放送局・ IBC岩手放送・ テレ ビ 岩手・ めんこ いテレ ビ

　 　 　 　 　 岩手朝日テレ ビ ・ 岩手日報社・ 宮古民友社・ 月刊みやこ わが町・ みやこ ハーバーラ ジオ

■応募先・ 問い合わせ先

   藤田弘基写真コ ン テスト 実行委員会事務局（ 宮古市新里総合事務所内）

   〒0 2 8 -2 1 0 1  岩手県宮古市茂市第2 地割11 2 番地1

   Te l 0 1 9 3 -7 2 -2 1 1 1   Fa x 0 1 9 3 -7 2 -2 11 6    

   h ttp s ://w w w .c ity.m iya ko .iw a te .jp /

写真家 審査員藤田弘基氏 菊池哲男氏写真家
1 9 3 9 年、 東京都新宿生ま れ。 1 9 6 6 年、 高校時代

から 憧れ続けたヒ マラ ヤに初めて遠征する 。 1 9 7 0 年

から 7 5 年ま で に全国を 行脚し 蒸気機関車の取材を

行う 。 その後すぐ 、 ネパールヒ マ ラ ヤに旅立ち、 3 5

年に渡り 、 ユーラ シ ア 大陸の山岳地帯で 繰り 広げら

れる 数々のド ラ マ を 大型カ メ ラ で 取材する 。 多く の

写真集を 出版する と 同時に、写真展を 開催。 2 0 0 1 年、

N H K スペシャ ル「 星明かり の秘境カ ラ コ ルム─山岳

写真家藤田弘基の世界」 が放映さ れ話題と な る 。

取材の合間を ぬい、 妻の童話作家・ 茂市久美子氏の

生ま れ故郷（ 旧新里村茂市）を たびたび訪れ、 茂市を

第二の故郷と し 、 宮古市の豊かな 自然を 撮影し た。

2 0 1 2 年9 月没。

藤田弘基写真コ ンテスト
第12 回作品

募集

1 9 6 1 年東京生まれ。 立教大学理学部物理学科卒。 山岳

写真家と し て様々な山岳・ カ メ ラ 雑誌やカ レンダー、 ポ

スタ ーなど に作品を 発表。 主な 写真集に『 ア ルプ ス 星

夜』、『 鹿島槍・ 五竜岳 ─天と 地の間に─』、『 四季白馬 

─ア ルプ ス の楽園─』、（ 共に山と 溪谷社）、『 山の星月

夜 ─ 眠ら ない日本アルプ ス─』（ 小学館）など。 東京都

写真美術館をはじ め、 各地で大規模な写真展を開催。 東

京都写真美術館収蔵作家。 2 0 0 7 年、 長野県白馬村和

田野の森に菊池哲男山岳フ ォ ト ア ート ギャ ラ リ ーが

オープ ン。 フ ラ ン ス のア ウト ド アブ ラ ン ド「 ミ レ ー」の

アン バサダーを 2 0 年以上務める。 公益社団法人日本写

真家協会（ JPS）会員、 日本写真協会（ PSJ）会員。 ホー

ムページ http ://w w w .t-k ik uch i.com/

宮
古
市
の
豊
か
な
自
然
、
そ
れ
に
関
わ
り
な
が
ら
生
活
す

る
人
の
優
し
さ
、
強
さ
、
ま
た
は
自
然
と
と
も
に
生
き
る

喜
び
を
表
現
し
た
作
品

募集期間 令和7 年5 月1 日～10 月3 1日
賞 1 点

1 点

3 点

7 点

1 2 点

賞金10 万円及び副賞

賞金  5 万円及び副賞

賞金  5 万円及び副賞

賞金  1 万円及び副賞

副賞

藤田弘基賞
U -18 特別賞

優 　 秀 　 賞

奨 　 励 　 賞

佳　 　 　 　 作

応募
テーマ

※前回から 応募サイ ズが「 A 4 」限定と なり まし た。ご応募の際にはご注意く ださ い。

1 8 歳以下の方から のご応募を

お待ちし ており ます！

の賞金を増額！

「 U -18 特別賞」「 U -18 特別賞」

第
11
回
藤
田
弘
基
賞 

「
花
火
で
再
会
」（
組
写
真
）

　白
間 

正
人 

氏

https://www.city.miyako.iwate.jp/
http://www.t-kikuchi.com/


組写真のと き は枚組（ 最大で3 枚）

作品名（ フ リ ガナ）

作者の住所・ 電話番号

撮影場所

撮影日時

使用カ メ ラ  ・  レ ン ズ

露出

ホワイ ト バラ ン ス

作品に対する コ メ ント

氏名（ フ リ ガナ）

こ のコ ンテスト を
どこ で知り まし たか

枚組

〒　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 都 ・ 道 ・ 府 ・ 県　 　 　 　 　 　 市 ・ 区 ・ 郡　 　 　 　 　 　 町 ・ 村

電話（ 　 　 　 　 　 ）　 　 　 　 ─

親権者等氏名 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※未成年の場合、親権者等の電話番号を 記入

第12 回

■テーマ

■応募方法

　 宮古市の豊かな自然、それに関わり ながら 生活する 人の優し さ 、強さ 、

または自然と と も に生き る 喜びを表現し た作品

■募集期間
令和７ 年5 月1 日～令和７ 年1 0 月3 1 日（ 当日消印有効）

■応募上の注意
・ 作品は、他のコ ン テスト に応募し ていない作品に限り ます。

・ 作品は、宮古市内において令和５ 年11月以降に撮影さ れたも のに限り ます。

・ 著作権や肖像権が生じ る 写真については、管理者または本人から 了承

を 得たう えで応募し てく ださ い。また、被写体が未成年の場合は、親権者

等（ 法定代理人）の承諾が必要です。第三者から 権利侵害や損害賠償等の

苦情、異議申し 立てがあっ た場合、実行委員会は一切の責任を 負いません。

・ 合成写真、過度な加工をし た写真は不可と し ます。

・  無人飛行機（ ド ロ ーン 等）により 撮影し た作品は不可と し ます。

・ U -1 8 特別賞は、令和７ 年1 0 月3 1 日時点で1 8 歳以下の応募者を 対象

と し ます。

・ 未成年の方は親権者等（ 法定代理人）の同意が必要です。未成年の方が

応募さ れた場合は、親権者等（ 法定代理人）の同意が得ら れている も の

と みなし ます。

■賞の内容
藤田弘基賞    1 点  賞金1 0 万円 及び 賞状・ 副賞

U -18 特別賞    1 点  賞金5 万円 及び 賞状・ 副賞

優　 秀　 賞    3 点  賞金5 万円 及び 賞状・ 副賞

奨　 励　 賞    7 点  賞金1 万円 及び 賞状・ 副賞

佳　 　 　 作  1 2 点  賞状・ 副賞

■入選の発表
・ 審査会実施後、 直接通知し ます。

・ 市のホームページに入選作品・ 作者名を掲載し ます。

■表彰
入賞者に後日ご案内し ます。

■主催 藤田弘基写真コ ン テスト 実行委員会

■共催 宮古市

■後援
宮古市教育委員会、N H K 盛岡放送局、IBC岩手放送、テレ ビ岩手

めんこ いテレ ビ 、岩手朝日テレ ビ 、岩手日報社、宮古民友社

月刊みやこ わが町、みやこ ハーバーラ ジオ

■応募先・ 問い合わせ先
〒0 2 8 -2 1 0 1  岩手県宮古市茂市第2 -11 2 -1

藤田弘基写真コ ン テスト 実行委員会事務局（ 宮古市新里総合事務所内）

TEL 0 1 9 3 -7 2 -2 1 1 1 　 FAX  0 1 9 3 -7 2 -2 1 1 6

h t tp s ://w w w .c it y .m iya ko . iw a te . jp /

※入賞は、１ 人２ 点までと し ます。

■入選後について
・ 応募作品の著作権は、撮影者に帰属し ます。

・ 主催者は、 入選作品の画像データ を お預かり し て、 主催者が催す展示

会のほか、 本コ ン テスト の広報活動や市のパン フ レ ッ ト など に優先的

に無償で使用する 権利を 保有し ます。（ 使用にあたっ ては撮影者の氏名

表示を 行います。）

  なお、画像データ が提出さ れなかっ たと き は展示会等において展示さ

れない場合があり ます。

・ 作品は、イ ースト ピ アみやこ や宮古市新里生涯学習セン タ ーなど で展

示し ます。

・ A4 サイ ズでプリ ン ト し たも の。（ 2 1 0 ㎜×2 9 7 ㎜）

・ 画像データ・ フ ィ ルム原板での応募は受け付けません。

・ 応募数は、1 人5 作品までと し ます。

・ 応募票に必要事項を記入し 、作品の裏面中央に、作品の上下と 同じ 方向

になる よう に、セロ テープで軽く 貼付し てく ださ い。

（ 応募票はコ ピ ー可）

・ 組写真の応募は、１ 人２ 作品までと し ます。

　 また、組写真は、１ 作品３ 点以内で、左から 順に並ぶよ う 構成し てく だ

さ い。タ テヨ コ 作品を 織り 交ぜての応募も 可と し ます。入賞作品は額に

入れて展示する ため、応募の際は、作品を テープ 等で貼り あわせないで

く ださ い。応募票は、1 枚目の写真の裏に貼付、2 枚目以降は、それぞれ

写真の裏に作品名と 順番を 明記し てく ださ い。

・ 事務局へ郵送、または直接提出し てく ださ い。郵送の際は、作品が傷ま

ないよ う に厚紙に挟んで丈夫な封筒に入れてく ださ い。

・ 作品の返却を 希望する 場合は、応募票の返却希望に○印を 記入し てく

ださ い。郵送での返却を希望する場合は、定額小為替1 ,0 0 0 円分を同封

し てく ださ い。ただし 、入賞作品は返却し ません。

・ 応募資格の制限はあり ません。

藤田弘基 写真コ ンテスト 募集要項

令和　 　 　 年　 　 　 月　 　 　 日　 　 午前 ・  午後　 　 　 時

絞り  ： 　 　 　 　 　 　 　 　 シャ ッ タ ー速度 ： 　 　 　 　 　 　 ISO  ：

宮古市ホームページ　・ 　 市広報　・ 　 ポスタ ー、チラ シ　・ 　 知人の紹介　・ 　 その他（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

フ ィ ルム

返却希望（ 希望の場合右欄に○）
郵送 直接受取り

生年月日
T  ・  S

H  ・  R
年　 　 　 月　 　 　 日   (　 　 　 　 歳)

（ でき るだけ詳し く ）

※未成年の場合
　 親権者等氏名も 記入

※多数応募すると き は、こ の応募用紙を コ ピ ーし てお使いく ださ い。
※上記項目は全て記入願います。

※他のコ ン テスト に応募し ていない作品に限り ます

き り と り 線

ご確認く ださ い！ 応募作品のサイ ズ A4  （ 第1 1 回コ ンテスト から 変更）

https://www.city.miyako.iwate.jp/

